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(以 下 SPPT)の有劾性が報告されている。しかし、先行研究において、バランスパッドを用いたSPPT 
施行中の脳活動を検証した報告は筆者の知る限りみられない。バランスパッドを用いたSPPTによつ 
て足底体性感覚機能を強化する際には、裸足の方が感覚入力の強化に適していて、靴下を着用す 
ることで感覚入力が減少することが推測される。また、靴下の着用の有無では、S P P T 中の脳活性化 
も異なることが予想されるが、そ れ ぞ れ の 条 件 で の S P P T 中の脳活性化は明らかにされていない。 
我々は、裸 足 に お け る S P P T 中の脳活性化が立位姿勢制御能力の改善効果に寄与すると推察し 
た。本研究では、裸足および靴下着用条件の2 つ の SPPTの立位バランス能力改善効果に着目し、
2 つ の SPPTを実施して、介入前後で觉 位姿勢制御能力改善勃果を検証した。そして、裸足および 
靴下着用条件のSPPT中の脳活動を計測することで、2 つ の SPPTにおける立位;姿勢制御能力改善 
効果に寄与する脳機能を検討することを主な目的とした。
【方 法 】対象は、60歳 以 上 の 男 女 32名とした。麻瘅 および感覚障害を有する者、Mini Mental State 
Examination (以 下 MMSE)の得点が2 1 点以下の者を除外した。
本 研 究 で は SPPT前後で、対象者の大腿四頭筋筋力、足趾把持力、足底二点識別覚、立位:姿勢 
制御能力を評価した。対象者の立:位姿勢制御能力は、SP PT 前後において重心動揺計を用いて閉 
脚閉眼立位の総軌跡長を評価した。本研究で実施したSPPTは、対象者の足底体性感覚機能を強 
化するために、バランスパッドを用いた。このトレーニングは、対 象 者 が バ ラ ン ス パ ッ ド 上 で 立 位  
姿 勢 を 維 持 す る 際 に 、足 底 で バ ラ ン ス パ ッ ド の 素 材 を 触 知 し な が ら 立 位 姿 勢 を 維 持 す る  
足 底 知 覚 課 題 を 実 施 す る こ と で 足 底 の 体 性 感 覚 機 能 を 強 化 す る ト レ ー ニ ン グ で あ る 。す 
ベ て の 対 象 者 が 、锞 足 条 件 と 靴 下 着 用 条 件 の 2 条 件 で S P P T を実施した。トレーニング 
条件の順番は、乱数表を用いてランダムに割り付けした。安 静 立 位 保 持 後 に 、バランスパッド 
上 で の 足 底 知 覚 課 題 を 3 0 秒 ご と に 交 互 に 1 0 回 ず つ 繰 り 返 す S P P T を実施した。対象 
者 に は 、バ ラ ン ス パ ッ ド に 乗 る 際 に 足 底 の 感 覚 に 意 識 を 集 中 さ せ 、パッドの素材を感じと 
りながら身体の動揺を抑えて立つよう求めた。
(備考） 1 . 論文内容要旨は、研 究 の 目 的 •方 法 •結 果 •考 察 •結 論 の 順 に 記 載 し 、 2 千字 
程度でタイプ等を用いて印字すること。 2 . ※印の欄には記入しないこと。
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S P P T 施 行 中 の 脳 活 動 は 、近 赤 外 分 光 裝 置 を 用 い て 、両 側 補 足 運 動 野 、両 側 一 次  
感 覚 運 動 野 、両 側 頭 頂 連 合 野 の 酸 素 化 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 変 化 を 評 価 し た 。酸 素 化 へ  
モグロビン濃 度 変 化 は 、課 題 に 関 連 し た 脳 活 動 量 を 反 映 す る と 報 告 さ れ て お り 、本 研 究  
でも、酸 素 化 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 を 脳 活 動 の 指 標 と し て 用 い た 。安 静 立 位 時 の 酸 素 化 へ  
モ グ ロ ビ ン 濃 度 を 基 準 と し て 、ト レ ー ニ ン グ 中 の 酸 素 化 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 の 変 化 量 を 抽  
出するブロックデザインを用い、ト レ ー ニ ン グ 中 と 安 静 立 位 の 酸 素 化 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 変  
化 の 差 分 を 求 め た 。ト レ ー ニ ン グ 中 の 脳 活 性 化 は 、1 0 回 の 各 ト レ ー ニ ングの加算平均を 
算 出 し 指 標 に 用 い た 。最 終 的 に 裸 足 お よ び 靴 下 条 件 の S P P T における総データから個 
人 内 の Z スコアを算 出 し た 。
立位姿勢安定性の指標である総軌跡長、大腿四頭筋 筋 力 、足 趾 把 持 力 、足底二点識別覚を 
SPPT前後で比較するために、対応のあるt 検定を用いた。SPPTの立位姿勢制御能力の改善に独 
立して関連する要因を検討するために、重回帰分析を用いた。従 属 変 数 を SP PT 前後の総軌跡長 
の変化量(介入前-介入後）、独立変数に年齢、性 別 、BMI、SP PT 前後における下肢筋力（大腿四 
頭筋筋力と足趾把持力）および足底二点識別覚の変化量、転倒超;怖感スコア、各 SPPT施行中に 
おける各脳領域の酸素化ヘモグロビン濃度変化量を投入し、ステップワイズ法による重回帰分析を 




けるSPPT中の右頭頂連合野の活性化のみが認められた(R2:0.292 , 調 整 済 み R2:0.268, pく0.001)。
【考察】
頭頂連合野の活性化と立位姿勢制御能力改善との関連性が認められた要因として、頭頂連合野 
の感覚情報の集約•統合機能が関与していることが推測される。足 底 の 固 有 受 容 器 か ら の 情 報  
入 力 が 増 大 し 、中 枢 神 経 系 に お け る 体 性 感 覚 の 情 報 処 理 能 力 が 強 化 さ れ 、右頭頂連合野の 
活性化につながったと考える。したがって、右頭頂連合野の活性化による体性感覚情報の統合処理 
の促進が立位姿勢制御改善に重要な役割を果たしていることが示唆された。重 回 帰 分 析 の 結  
果 、靴 下 着 用 条 件 よ り も 裸 足 条 件 で の 脳 活 動 を 強 く 反 映 し た が 、こ れ は 裸 足 の 方 が 足  
底 の 体 性 感 覚 情 報 が 豊 富 で あ る と い う 我 々 の 仮 説 を 指 示 す る 結 果 で あ る 。
【結 論 】
本研究で実施したバランスパッドを用いたSPPTにより高齢者の立位姿勢制御能力改善が認めら 




別 紙 賦 9 (課程博士 •論文博士共用)
博士餘文審査の結果の要旨






用のそれぞれの条件において、両側補足雇]野、両側一次感戴・]野、両 伹 ・ 鏈 合 野 の 酷 ^ 
化ヘモグロビン蹴 変化をt糊 し 、また、総 柵 帳 （TLL)を立位鐵安定胞昔標とし、SPPT 
・麦において、大 腿 四 嘯 筋 力 、足 耐 鹏 力 、足底二点識別覚を上嫩し、以下の点を明らかに 
した0
1) SPPT・ に お い て TLLの有意な減少、すなわち创 立・安定性の向上が見られた。
2) sppt厳 に お い て 、足底二点綱u覚、大腿四頭^筋力、足・m 力の有意の改善が得られ 
も
3) TLLの減少と裸足条件での根厩g合野の活性f匕との正の相関、TLLの減少と靴下桑件で 
の 右 補 ®・ ・ の 活 性 f匕との負の相関などが見られも
4) 裸定条件におけるSPPT中の右頭!頁連合野の活性^が、立位鍵 撒脚能力の政善の独立因 
子として認められた0
骑 命文は、立•位翻制御能力と頭]貧連合野の活性(匕との相闘こついて新たな知見を与えたも 
のであり、最終試験として論文内容に醸した詞凋を麵したところ合路と判断されたので、 
博 士 （匿学）の学位論文に値するものと認められた.
C総 徵 592字）
(2021年1月28日）
